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Cefroxadine (CGP-9000,CXD)250mgを 健康成人4人 に早朝空腹時経 口投与 させたのちの血

清中濃度および尿中排泄量を測定 した ところ,CXDは,2時 間後 平均10.7μg/mlの ピーク値を

示 し,比 較的長 く血清中濃度が維持 され るよ うであ る。一方,4時 間 目までの尿中排泄量は,171.0

mg(68.5%)で あり,4時 間以内には,投 与量のほぼ3分 の2が 排泄 されるようである。

外科領域51例 に対す るCXDの 臨床効果は,著 効28例,有 効19例,無 効4例 となり,有 効率は

92.2%で あ った。

なお本剤と関係す ると思われ る副 作用は1例 も認め られ なか った。

序 文

Cefroxadine (CGP-9000,CXD)は1972年 ス イ ス

CIBA-GEIGY社 で 開 発 され た新 しい経 口セ フ ァ ロス ポ

リン系抗生物 質 で,既 存 の経 口 セ フ ァ ロスポ リン剤 よ り

抗菌力 は強 く,か つ毒 性 が弱 い とい われ て い る。 本 剤 は

グラム陽性菌 お よび グ ラム陰 性 菌 に広 く抗 菌 活 性 を 示

し,そ の抗菌力 は,CEXよ り強 く,短 時 間 で 強 い 溶 菌

作用をあ らわ し,特 にE.coli,K.pneumoniaeお よ び

P.mirabilisに 対 して,CEXよ りも顕 著 な殺 菌 効 果 を示

すといわれて い る1)2)。本 剤 は カ プセ ル剤 と して 経 口投

与されるが,食 物摂取の影響が少 く,生 体内ではほ とん

ど代謝されることなく,活 性のまま主 として尿中に排泄

される。 われわれ は,CXDの 体液内濃度 を測定すると

ともに,こ れを臨床症例に応用 したので,そ の結果 をあ

わせ報告する。

Cefroxadine (CXD)の 体液内濃度

体液内濃度測定は,M.luteus ATCC 9341株 を検定用

菌 とす る 薄 層 平 板 カ ップ法 で 行 った。 な お,working

standardの 稀 釈 に は モ ニ トロー ル1を,尿 の 稀 釈 に は

phosphate buffer液(pH 7.4)を 使用 した 。

1) CXDの 血 清 中濃 度(Table 1,Fig.1)

健康 成 人4人 にCXD 250mgを 早 朝 空腹 時 に 経 口投

与 させ,血 清 中濃 度 を測 定 した 。 そ の結果,内 服30分 後

に 平均1.9μg/ml,1時 間 後 平 均5.7μg/ml,2時 間後 平

Table 1 Serum levels (ƒÊg/ml) of CXD after

250mg oral administration before meal
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Fig. 1 Serum levels (Ag/ml) of CXD after 250mg oral
administration before meel

(
M. luteus ATCC 9341
Thinlayer cup plate method
Standard curve; Monitrol 1)

(n=4)

Table 2 Urinary excretion (mg) of CXD after
250mg oral administration before meal

(): Excretion rate in percent

均10.7μg/ml,4時 間後 平均3.4μg/ml,5時 間後平均

0.7μg/mlと なり,ピ ーク値は2時 間後にあらわれ,比

較的長 く血中濃度が維持 され るよ うであ る。

2) CXDの 尿中排泄(Table 2,Fig.2)

上記 健康成人4人 について,血 清 中濃度測定 と同時に

尿中排 泄量を測 定 した。その 結果,2時 間までに平 均

70.1mg(投 与量 の28.1%),2～4時 間に 平 均100.9

mg(40.4%),4～6時 間に平 均24.2mg(9.7%)が

排泄され,6時 間までの総排泄量は平均195.2mg(78.1

%)と なり,4時 間 までに投与量のほぼ3分 の2が 排泄

された。

Cefroxadine (CXD)の 臨床成績

本剤が使用 され た外科的感染症は51例 であ り,大 部分

Fig. 2 Urinary excretion (mg) of CXD
after 250mg oral administration
before meal

は外来患者が対象となった。1日 量500mg 2分割投与

群は18例,1日 量750mg 3分 割投与群は33例であり,

投与期 間は,3～13日,総 投与量は2.25g～8.25gと な

った 。

1日 量500mg 2分 割投与群18例 の うちわけは,感染

粉瘤および膿瘍(肛 囲 膿 瘍2例 をふ くむ。)がおのおの

5例,〓3例,〓 疽2例,創 感染,感 染挫創および蜂巣

炎がおのおの1例 である。病巣分離菌 としては不明のも
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Table 3 Clinical effects of CXD (500mg/day)

のが4例 あるが,他 はグ ラム陽性球菌およびグラム陰性

桿菌の単独または混合感染によるものである。なお,2

例を除き何らかの外科的処置が施された(Table 3)。

1日量750mg 3分 割投与群33例 の うちわけは,膿 瘍

10例(肛 囲膿瘍2例 をふ くむ。),〓8例,〓 疽6例,蜂

巣炎3例,乳 腺炎2例,膿 痂疹,感 染挫創,臍 炎お よび

感染痔瘻 がおのおの1例 である。病巣分離菌不明の もの

が4例 あるが,他 はグラム陽性球菌およびグラム陰性桿

菌の単独 または混合感染であった。なお,4例 を除 き外

科的処置が施行 された(Table 4)。
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Table 4 Clinical effects of CXD (760mg/day) (1)
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Table 4 Clinical effects of CXD (750mg/day) (2)
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Table 5 Clinical results of CXD therapy in

surgical cases

臨床効果の判定には,臨 床症状あるいは起因菌の消失を

めやす とし,3日 以内を著効,7日 以内を有効,そ れ以

外は無効 とした。その結果500mg投 与群では著効10例,

有効6例,無 効2例(有 効率88.9%),750mg投 与群で

は著効18例,有 効13例,無 効2例(有 効率93.9%)と な

り,750mg投 与群の 臨床効果がややす ぐれでいたが,

有意差は認められなか った。全体では著効28例,有 効19

例,無 効4例 とな り,51例 中47例が有効と判定され,有

効率92.2%と なった(Table 5)。

Table 6 Clinical effects of CXD on infections in the field of surgery

Table 7 Clinical effects of CXD on clinical isolates
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Table 8 Laboratory findings

b: before, a: after

つぎに疾患別有効率をもとめてみると,〓・〓 疽 ・膿

瘍・蜂巣炎 ・感染粉瘤など軟部組織感染症40例 中39例が

有効(有 効率97.5%),肛 囲膿瘍 および感染痔瘻5例 中

3例が有効(有 効率60%),感 染挫創,創 感染,乳 腺炎

越すぺて有効 であったが,臍 炎の1例 は 無 効であ った

(Table 6)。

起因菌別有効率をみると,黄 色 ブ ドウ球菌および表皮

ブドウ球菌にはともに全例有効であった。大腸菌8例 中

著効2例,有 効5例,無 効1例 で 有 効 率87.5%で あ っ

た.その他少数ではあるが,変 形 菌4例 中2例,肺 炎桿

菌2例 中2例,サ イ ト日バクター,エ ンテ ロバクターお

のおの2例 中1例 において有効であった。 しか し,緑 膿

菌,セ ラチア,ペ プ トコッカスはいずれ も無効であ った

(Tabe 7)。

副 作 用

本剤 と関係すると思われ る副作用を訴えたものは1例

も認められなか った。その他,血 液像,肝 ・腎機能にも

異常値 を認めたものはなか った(Table 8)。
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考 察

CXDはCEXよ り強 い抗菌 力 を示す といわれてい

る。ただ し,臨 床分離菌に対す る本剤 の抗菌力は必ず し

もCEXに 比 してずぱぬけて良好 とはいえない。し か し

なが らその殺菌 ・溶菌作用 は特徴的でCEXよ りも短時

間内でこれ らの作用が発揮され,こ れが強い感染治療効

果 とな ってあ らわれたものと考え られる1)。 われわれは

主 として外来の軟部感染症51例 に本剤を投与 し,有 効率

92.2%と いうす ぐれた効果を認 めた。このうちには,1

日500mg投 与群18例 と,1日750mg投 与群33例 が含

まれているが,両 群の有効率には大差がな く,1日500～

750mg投 与で 充分効果 がえ られ るものと考える。副作

用 は全 くみとめられなか った。

(本論文の一部 は第27回 日本化学療法学会総会で誌上

発表 された。)
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Cefroxadine (CGP-9000, CXD), a new orally antibiotic derived from cephalosporin, has a broad spectrum

and a bacteriocidal action. The authors investigated serum levels, urinary excretion, clinically effectiveness

and untoward side effects of the agent. The result obtained are summarized as follows:

1. Following an oral administration of 250mg CXD in 4 healthy adult volunteers, the mean serum levels

showed a peak of 10.7ƒÊg/ml 2 hours after administration, with 195.2mg(78.1%) urinary excretion within

6 hours.

2. CXD was given on 51 patients with infections in the field of surgery, and the result was excellent in 28

cases, good 19, poor 4, the effectiveness rate accounting for 92.2%.

3. Side effects were not observed in all cases among 51 patients in CXD trial.


